
第
８
次
旭
川
市
総
合
計
画
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

第
８
次
旭
川
市
総
合
計
画
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

目
指
す
都
市
像
を
「
世
界
に
き
ら
め
く

い
き
い
き
旭
川
〜
笑
顔
と
自
然
あ
ふ
れ
る

北
の
拠
点
〜
」
と
し
、
こ
の
実
現
に
向
け

て
、
５
つ
の
基
本
目
標
と
13
の
基
本
政
策
、

29
の
施
策
を
体
系
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
政
策
に
掲
げ
る
目
標
像
の

達
成
度
合
い
を
客
観
的
に
計
る
た
め
に
、

成
果
指
標
を
設
定
し
、
目
標
値
を
定
め
、

計
画
の
進
行
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

第
８
次
総
合
計
画
の
体
系
は
、
上
の
図

の
と
お
り
で
す
。

　

左
の
図
の
よ
う
に
少
子
高
齢
・
人
口
減

少
が
進
む
中
、
「
人
口
減
少
の
抑
制
」
と

「
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
」
を
効
果
的
か

つ
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
こ
ど
も
」、

「
し
ご
と
」、
「
地
域
」
に
視
点
を
当
て
、

総
合
計
画
の
内
容

　

平
成
28
年
度
か
ら
同
39
年
度
ま
で
、
12

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
指
針
と
な

る
第
８
次
旭
川
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
総
合
的
・
計
画
的
に
市

政
を
運
営
す
る
基
本
と
な
る
も
の
で
、
様

々
な
計
画
の
最
上
位
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
昭
和
31
年
度
に
最
初
の
総
合
計
画

を
策
定
し
て
以
来
、
約
10
年
ご
と
に
新
た

な
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
今
回
が
第
８

次
と
な
り
ま
す
。

　　

市
で
は
、
市
民
と
市
が
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
考
え
方
や
仕
組
み
を
共
有
し

て
い
く
た
め
に
、
平
成
26
年
に
「
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
第

８
次
総
合
計
画
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
初

め
て
の
計
画
と
し
て
、
総
合
計
画
審
議
会

や
市
民
検
討
会
議
を
は
じ
め
、
各
世
代
の

第
８
次
総
合
計
画
と
は

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に

基
づ
く
総
合
計
画

３
つ
の
重
点
テ
ー
マ

重点

施　策 施　策施　策 施　策 施　策 施　策

信
頼
に
応
え
る
市
政
の
推
進

広
域
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

地
域
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

機能的で信
頼される市
役所づくり

互いに支え合い、共に築く
まちを目指します

効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
の

推
進

基本政策13基本政策12基本政策11
広域連携に
よるまちづ
くり

基本目標 5

市民、地域、行
政が結び付き、
心が通い合う環
境づくり

安心につな
がる安全な
社会の形成

基本政策10基本政策８ 基本政策９
四季を通じ
て暮らしや
すい快適な
都市の構築

環境負荷の低減
と自然との共生
の確保

交
通
安
全
と
防
犯
体
制
の
充
実

市
民
生
活
を
支
え
る

都
市
機
能
の
維
持

暮
ら
し
や
す
い
都
市
環
境
の
充
実

循
環
型
社
会
の
形
成

低
炭
素
社
会
の
形
成

自然と共生し、
安全・安心な社会を支える
強靭なまちを目指します

自
然
共
生
社
会
の
形
成

危
機
対
応
力
の
強
化

基本目標 4

じん
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総合計画

基本構想

基本計画

推進計画

年齢３区分別人口と世帯数の推移

1845
1740

35 16
30 15
25 14
20 13
15 12
10 11
5 10
0 9

【資料】旭川市住民基本台帳（実績値は各年９月末、ただし、平成26年は10月１日現在）

H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 H32 H34 H36 H38 H39（年）
０～14歳 15～64歳 65歳以上 世帯数

16.816.8
35.835.8
22.4％22.4％

65.3％65.3％

12.3％12.3％

17.617.6

34.734.7

29.3％29.3％

59.2％59.2％

11.5％11.5％

17.717.7

31.231.2
36.5％36.5％

54.0％54.0％

9.5％9.5％

H18～26実績値 H27～39推計値
（万人） （万世帯）

い　
　
　

  

い　
　
　
　
　

 

に
ぎ

ぬ
く

次
の
３
つ
の
重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
９

つ
の
重
点
施
策
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

●
こ
ど
も　

生
き
生
き　

未
来
づ
く
り

●
し
ご
と　

活
き
活
き　

賑
わ
い
づ
く
り

●
地
域　
　

い
き
い
き　

温
も
り
づ
く
り

　

第
８
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
団
体
や

グ
ル
ー
プ
の
会
合
な
ど
に
出
向
い
て
説
明

を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
日
程
等
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
詳
細
】
政
策
調
整
課　

25
・
5
3
5
8

出
前
講
座
に
つ
い
て

市
民
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
や

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
様
々
な
団
体
な
ど

か
ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
幅
広
い
市
民
の

旭
川
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
計
画
で
す
。

　

総
合
計
画
は
「
基
本
構
想
」
と
「
基
本

計
画
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
に
向
け
た
施
策

を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の
「
推
進
計
画
」

を
合
わ
せ
て
策
定
し
ま
す
。

●
基
本
構
想
＝
市
民
や
行
政
な
ど
が
、「
目　

　

指
す
都
市
像
」
と
そ
の
実
現
に
向
け
た

　

基
本
的
な
方
向
性
を
共
有
し
、
ま
ち
づ

　

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
「
将
来
ビ

　

ジ
ョ
ン
」
で
す
。

●
基
本
計
画
＝
基
本
構
想
に
掲
げ
る
都
市

　

像
や
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
基

　

本
政
策
ご
と
の
取
組
み
の
方
向
を
体
系

　

的
に
明
ら
か
に
し
た
「
基
本
政
策
プ
ラ

　

ン
」
で
す
。

総
合
計
画
の
構
成

基
本
計
画

基
本
構
想

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

関
す
る
支
援
の
充
実

子
育
て
環
境
の
充
実

市
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
と

安
心
な
医
療
の
推
進

安
全
な
衛
生
環
境
の
確
保

適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

互
い
に
支
え
合
う
地
域
福
祉
の
充
実

子育てに希
望を持ち、
子どもの成
長を支える
環境づくり

すくすくと子どもが育ち、
誰もが健やかに暮らせるまちを

目指します

基本政策１
生涯を通じ
て健康に暮
らせる保健
・医療の推
進

基本政策２

基本目標 1

互いに支え
合う福祉の
推進

基本政策３

社
会
で
自
立
し
て
生
き
て
い
く

力
を
培
う
教
育
の
推
進

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

家
庭
や
地
域
に
開
か
れ
た

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
振
興

個
性
豊
か
な
北
国
ら
し
い
文
化
の

振
興

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

ひら にぎ

たくましく未来を拓く
人材を育み、生涯を通じて学べる

まちを目指します

重点 重点 重点 重点 重点重点

施　策施　策施　策 施　策施　策施　策 施　策

重点 重点

基本目標 2

基本政策６
魅力と活力
のある産業
の展開

基本政策７
温かなまち
の賑わいと
国内外との
多様な交流
の創出

基本政策４
次代の担い手が、
生き生きと学ぶ教
育の推進

基本政策５
スポーツや文化に
親しみ、学びを深
める環境づくり

ま
ち
の
機
能
強
化
と
国
際
化
の

推
進

ま
ち
の
賑
わ
い
の
創
出

地
域
産
業
の
持
続
的
発
展

魅
力
の
活
用
、
発
信
と
競
争
力

の
強
化

活力と賑わいにあふれ、
経済が力強く発展する
まちを目指します

基本目標 3

目指す都市像

５ こうほう旭川市民　2016（平成28）年●４月
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